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日東電工グループ（報告対象組織）についてを紹介しています。

将来に関する予測・予想・計画について
本報告書には、日東電工グループの過去と現在の事実だけでなく、将来に関する
予測・予想・計画なども記載しています。これら予測・予想・計画は、記述した時点
で入手できた情報に基づいた仮定ないし判断であり、これらには不確実性が含ま
れています。したがって、将来の事業活動の結果や将来に惹起する事象が本冊子
に記載した予測・予想・計画とは異なったものとなるおそれがあります。日東電工
グループは、このような事態への責任を負いません。読者の皆様には、以上をご
承知いただくようお願い申しあげます。

編集方針、報告範囲、コーポレート・ブランドについて

日東電工グループについて
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本来ならば、すべての項目について日東電工グループとしての
報告とすべきですが、情報収集・編集体制を整える過程にある
ため、報告書の対象範囲は下記のとおりになっています。その
他については、報告内容ごとに対象範囲を明記しています。
■ 環境パフォーマンスデータ集計範囲
日東電工単体：国内製造6事業所
東北事業所/関東事業所/豊橋事業所/亀山事業所/
滋賀事業所/尾道事業所
国内グループ会社：国内主要製造グループ4社
日東シンコー（株）/日東ライフテック（株）/（株）ニトムズ/
日東エレクトロニクス九州（株）
海外グループ会社：海外主要製造グループ8社
パーマセル（アメリカ）/ハイドロノーティクス（アメリカ）/日東
ヨーロッパ（ベルギー）/日東電工上海松江（中国）/台湾日東電
工（台湾）/台湾日東光学（台湾）/日東電工エレクトロニクスマ
レーシア（マレーシア）/日東電工マテリアルタイランド （タイ）
■ 対象期間

■ 次回発行日

※ CSR：Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）の略。

■ 本報告書は、すべてのステークホルダーの皆様に、日東電工
グループにおける社会的な責任を果たすための取り組みをご
理解いただく目的で発行しています。

■ 「オープン・フェア・ベスト」の精神に基づき、透明性の高い情
報公開に努めます。

■ 2004年度は、「環境報告書」から「環境・社会報告書」へタイトル
を変更し、社会活動に関係する内容を掲載しました。そして、
2005年度を日東電工グループでの「CSR※元年」と定めたこと
を機に、今回からタイトルを「CSR報告書」と変更しました。CSR
推進のために、これまでもさまざまな活動を行ってきましたが、
今後さらに取り組みを加速させ、報告内容も充実していきます。

■ 日東電工グループは化学物質を扱う製造業であることから、
環境保全への取り組みが重要な社会的責任の一つであると
考えています。本報告書では、日東電工グループの事業に起
因して発生する環境負荷を削減するための取り組みを中心に
報告しています。

■ 参考にしたガイドライン
GRI（Global Reporting Initiative）
「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」
環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」

　日東電工グループは2004年7月に、ブランドステートメント
「変化の瞬間に　光る技術で　しなやかに」とグループ会社113
社統一のブランドマークを制定し、コーポレート・ブランド（CB）価
値の向上に取り組んでいます。
　日東電工グループでは、従業員が事業活動の原点であり、従業
員のやる気や誇りを向上させることが好循環を生み、お客様や株
主の方といったすべてのステークホルダーの満足度向上につな
がると考えています。それは、単なる認知度の向上を目的とする
のではなく、グループ従業員が自社に誇りを持って、一人ひとりが
それに見合った行動をすることを促すCB浸透活動、新しいブラン
ドマークのもと美しいデザインを追求する活動、そして社外への
積極的なコミュニケーション活動の3つを柱に展開しています。
　日東電工グループは、今後もこれらの活動を推進しながら、す
べてのステークホルダーの皆様に満足していただけるような「質
をともなった成長」を実現し、CB価値の向上を図っていきます。

ブランドマークの意味
中央のレッドは、光る瞬間、情熱、エネルギー、温かみ、地球などを意
味しています。ブルーの曲線は、流れの変わり目が変化の瞬間を表
すと同時に、地球を包み込む手のひら、しなやかさとたえまない成長
を表現しています。

コーポレート・ブランド価値の向上に取り組んでいます

日東電工グループ＆グローバルでの取り組み
Global Activities

社会的側面での取り組み

2004年11月開催の第1回技術部門グローバル会議では、世界中
の日東電工グループから約350名が集結。事業のグローバル化に対
応した情報の共有化と各拠点での活動のレベルアップのため、熱い
議論を交わしました。

❶南アジアでの取り組み 

❷中国での取り組み 

2004年度（2004年4月～2005年3月）
一部、この期間外についても記載しています。
2006年6月予定

ウェブサイトで詳細な情報を掲載しています
誌面の都合上、本報告書に記載できなかった国内・海外グルー
プ会社についての環境パフォーマンスデータ、社会活動等の詳
細な情報は、昨年同様ホームページ上で公開する予定です。
（2005年9月公開予定）
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環境保全での取り組み




